
  

 

             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賢明学院幼稚園 

年少組 学年だより 
２０１６年１１月３０日 

賢明幼第１６－１４８号 

 園庭の木々をみても季節を感じるようになってきました。 

肌寒い日でも子どもたちは,元気よく園庭で思い思いに遊んでいま

す。たくさん落ちている枯れ葉にも興味を持ち始めました。いろん

な色に形・・・模様・・・ある時,「ともみせんせい～みて！はー

とのはっぱ！」と保育室に持って帰ってきてくれました。子どもの

感性を大事にしたいのでその葉っぱを模造紙にすぐ貼りました。そ

して,その時に言ってくれた言葉をそのまま書きました。イチョウ

の葉を集めると花束になるよと伝えると,それを喜び夢中になる女

の子もチラホラ・・・「なんかね～けっこんみたい！」と言う子ど

もの発言がとても愛おしく感じます。それを聞いていた男の子が

「けっこん,いったことあんでー！」とその話にたくさんの子ども

たちが集まってきます。仲の良い友だちもいる中でも男女問わず,

みんなで相手の話を聞き,それに答えられるようになってきまし

た。これからも楽しみです。 

                 ばら組  山本 朝美 

 

クリスマスが近づき,子どもたちは毎朝ホールにある大きなツリ

ーを眺めながら,嬉しそうに朝の支度をしています。ツリーの側に

は飼い葉おけがあり,イエス様がお誕生する日をみんな心待ちにし

ています。お集まりや朝礼で,ほんとうのクリスマスの意味を教え

てもらい,「イエス様がふかふかのベッドで眠れるように,なにがで

きるかな？」と,自分たちが出来ることを考える時間が増えてきま

した。 

「○○くんにいいよっていってあげた」「ちゃんとごめんねって

いえたの」友だちとの関わりが深まることで,些細なことが言い合

いになる日もありますが,素直な気持ちで向き合えたときは誇らし

げです。また,誰かがピンチのときにはみんなが駆け寄り助けてく

れます。そんな素直な心,優しい心になれたときには,飼い葉おけの

中にわらを入れ,イエス様にプレゼントをします。クリスマスが近

づくにつれて,子どもたちの心もぽかぽか温まっていくようです。 

                 もも組  林  由実 

 

 

 

めばえ組さんと交流★ 
 お仕事を一緒にしました。ドキドキしているめばえさんに優しく手を取 

り声を掛けてくれる子どもたちに感動したひと時でした。 

絵本のせかい 
どこにでもある何気ない「物」が,普段思

っていることをおしゃべり・・・例えば,

朝刊・コウノトリ・そうめんやガチャガ

チャ！１ページずつ内容が違うので子ど

もたちが今日のページを決めて読み聞か

せをしています。キャラクターの個性が

それぞれ表現されていておもいしろいで

すよ。 

最近縦割りの時間がないので,“せんせい,いつ,ちーむにな

るの？？”と聞いてくる子も徐々に増えてきました・・・ 

さて,今,年少組のお帰りの会では「50 音の歌」を毎日歌っ

ています。♪あひるのえんそく あいうえお～あいうえお

～あいうえお～あ・い・う・え・お♪という感じです。 

５０音すべていえるようになることが目標です。“行”がわ

かるようになれば“段”にも挑戦したいと思います。 

待ちに待った公園！私たちも楽しみにしていました。どんぐり拾いは誰もが欲しに集め

ていましたよ。大きなどんぐりを集める子・見栄えのいいどんぐりを集める子・目に入

ったものを集める子みんなそれぞれで,見ていても楽しかったです。また,機会があれば公

園に出掛けたいと思います。 

どんぐり集めに夢

中なこどもたち。 

公園の金木犀の香りをかぎました。 

いい匂い★ 

石段をみんなで歩きます♡迷路みたい

と大喜び！ 

幼稚園の門でもみんな揃ってピンポーン♪“ただ

いま～”マリア様にもたのしかったことを報告！ 

たのしすぎる！！ 

 

無事,コスモスが咲きました。残念ながら 

水菜は,虫が付き全て食べつくされましまいま

した。が！少しだけ葉が出始めました。もうダ

メかなとあきらめかけていましたが,子どもた

ちと共に自然の力を感じています。 

 

 
１１月より、 

ばら組に泉谷こうのすけくん 

もも組に木村はやとくんが 

満３歳児として入園されました。

よろしくお願いします。 

 


